P-089 悪性胸膜中皮腫及び胸膜播種を伴う肺癌に対する広範囲胸壁・横隔膜・心嚢合併切除を伴う胸膜肺全摘術(一般示説15 拡大手術・気管腫瘍,世界をリードする呼吸器外科医に!,第23回日本呼吸器外科学会総会) by 佐藤 幸夫 et al.
P-089 悪性胸膜中皮腫及び胸膜播種を伴う肺癌に対
する広範囲胸壁・横隔膜・心嚢合併切除を伴う胸膜
肺全摘術(一般示説15 拡大手術・気管腫瘍,世界を
リードする呼吸器外科医に!,第23回日本呼吸器外科
学会総会)
著者 佐藤 幸夫, 遠藤 俊輔, 遠藤 哲哉, 手塚 康裕, 大
谷 真一, 手塚 憲志, 長谷川 剛, 塚田 博, 蘇原 
泰則
雑誌名 日本呼吸器外科学会雑誌
巻 20
号 3
ページ 863
発行年 2006-05-15
権利 日本呼吸器外科学会
URL http://hdl.handle.net/2241/00134219
醐08設
第231り!日本呼吸器外科学会総会す
j感性締験中皮j騒及び続娯播，穫を1*うj封H誌に丸jす
る広務W1i務経・機関投i.心嚢イ:;-m:哲j除を伴う絢
探勝金構欝
o治医科大学呼吸銭外科
佐藤主主夫，遠藤俊轄，遠藤哲哉，手塚駿お，大谷真一，
手塚:慾;ιiそ毛主JI! 誇lJ， J家Hl t弘蘇坂泰関
{はじめに}腕!漠締金J高橋は悪性綿線中皮繰及び腕競;論議を付tうJlniNli
:こJlIい侍るが，J1j)骨格部族fIi議I1の税野が不良なtJf.， g，選議からの rnargin
がとり難い事が!HJ怒となる.場科では!め骨横隔膜jfJ吉15の被野を良好に
い可能な i設 !j 切除断議の margìn をとる為，広範溜Hí~議・識議i箆・
心議を合fJt-切除している.[対象}感性鈎E集中皮)掻6務.金例男性 (S4
土9成)， J題j議機磁をf:ドうflit務2音寺〔場設討議.立:性57議).[)j法i
f語、前に確定診断を得‘広範iJ1H路盤・繍j鴇燦・ 4、議合許試!徐を伴う絡線
J~lí:会議衡を施行.心、3警は広背筋弁!こて袴建殺誇~n箆はテアロンメッ
シ，~dごて泌総. Wj;~長;手続時)lIja62こと ?3分t IHlfil紫 1872念日58m/.
終盤台部:切除にて死鐙は減少， ~襲2待合併は無く後LB段もコントロー 1し
されたる持初!;まr{l成懇;上Jx製<1í均態r~ 1混合裂し 1MJVltまI!努2倒，
llI J続 4 例.線婚の 217~は縦縞 iJ ンパ節に転移を認め， lIa期であった.
予後はIJ皮麓 ;u期:25ヶ月死亡， 23ヶ丹生存，IIl期:2， 7， 14， 
15ヶ)'jで死亡，再発{ま会側が緩儀及び対1]理N発で，務若草，綾f話1英・駿
経へのt1}発;土紫かった.j議議;13ヶ月死亡， 6ヶJ1':J::.存である.(考察}
続犠をターゲヅトとした持j後補助諜訟が必裂であると判断，設j誌の!
fJ~ !こは締役化学捜法{CDDP十GEM:2コ…ス)及び放射車患者禁法(54Gり
を迫力[1，おう H挺再発生存ItJで為る.線惑倒には街後化学:1禁法を 4
コー ス施行している.左懇?生腕燦'11法緩椀j設iぴ右線謀総験強綾鍔の手
術ピデオを供覧する.本鱗式め利点iま，Jl会合織、総挺fJの謎野が良好で，
E喜H読経潤部も合併切除される為，病巣に切り込む危険が少ない.絢!諜
85j難Iil減少による出l!t続減. ~E絵が総1]'、 LJ護}淘空手術後合{井症のリスク
が減少する挙がある‘
251 (86:5) 
